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（例：当地において想定される地震、落雷及び台風などに対して十分な安全性を確

保できるよう洋上風力発電設備等を設計・建設すること、適切な離隔を確保するこ

と等。） 

 

（５）発電事業の実施に当たっての留意点 

① 選定事業者は、洋上風力発電設備等に係るメンテナンスの実施に当たり、十分な時

間的余裕を持って関係漁業者、船舶運航事業者、海上保安部、各施設の管理者及び

地元自治体への丁寧な説明・協議を行うこと。 

② 選定事業者は、漁船を含めた船舶の安全の確保のため、洋上風力発電設備等の周辺

における船舶の運航ルールについて、関係漁業者、船舶運航事業者、海上保安部、

各施設の管理者及び地元自治体への丁寧な説明・協議を行うこと。特に、発電設備

の周辺で操業する漁船と発電設備との衝突等を防止するための安全対策を検討し、

関係漁業者と協議のうえ必要な取組を行うこと。 

③ 選定事業者は、洋上風力発電設備等に不具合その他不測の事態が生じた場合に備え、

現地で一次対応が可能な体制を整備するとともに、あらかじめ対応窓口を明確化し、

十分な周知を行うこと。また、不具合等により影響が生じた場合又は生じるおそれ

がある場合には、速やかに地元自治体等に連絡を行い、事態の改善に向けて対処す

るとともに、その結果についても報告すること。 

 

（６）環境配慮事項について 

① 選定事業者は、環境影響評価法その他関係法令に基づき、発電事業に係る環境影響

評価を適切に行うとともに、地域住民に対し丁寧に説明すること。また、同法に基

づく経済産業大臣の意見・勧告及び知事等の意見を踏まえ、必要な対策を講ずるこ

と。 

② 選定事業者は、洋上風力発電設備等の配置・規模・構造等の検討に当たり、騒音、

鳥類、海生生物、景観その他地域住民の声を踏まえ必要と認められる項目を適宜設

定するとともに、適切に調査・予測・評価を行い、想定され得る環境影響リスクの

最小化に努めること。また、環境影響リスクへの対応に関して地元自治体から協議

を受けた時は、選定事業者は協議に応じること。 

③ 選定事業者は、超低周波音その他の発電事業の実施に伴う影響として地域住民から

不安の声が示される場合には、その払拭に向け必要な措置を検討するとともに、地

域住民に対して丁寧な説明・周知を行うこと。 

④ 選定事業者は、環境影響評価における予測・評価には不確実性が伴うことから、工

事中及び供用後においても、必要に応じて環境監視や事後調査（騒音、鳥類、海生

生物等）を実施し、重大な環境影響が懸念された場合は、追加的な環境保全措置を

講ずること。また、環境影響評価の結果や環境監視、事後調査の状況等については、

協議会構成員に適時報告すること。 
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 例えば、遊佐町沖で選定事業者に求める「環境配慮事項」は以下の通り





